
主
な
内
容

◆決算審査特別委員会　 　２～３Ｐ
◆９月定例会で審議された議案等　 　４Ｐ
◆一般質問　 　５～７Ｐ
◆各委員会の活動　 　８Ｐ
◆委員会報告　 　９～1₄Ｐ
◆東北町子ども議会　 　15Ｐ

子どもたちに東北町の将来（未来）やまちづくりについて考えてもらうことや東北
町議会や行政・選挙などについて興味・関心をもってもらうことを目的に開催
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◎
９
月
定
例
会

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
招
集
さ
れ
７
日
ま
で
の
７
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
１
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
（
委
員
長　
沼
山
浩
幸
議
員
、
副
委
員
長　
大
崎
昭
子
議
員
）
し
、
９
月
６
日
に
各
会
計
８
件
が
慎
重
に
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
９
月
７
日
の
本
会
議
（
議
案
審
議
）
に
お
い
て
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
４
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

健全化判断比率は基準値内

健全化判断比率� （単位：％）

区　　分
健全化判断比率

早期健全化基準 財政再生基準令和４年度
（A）

令和３年度
（B）

増減
（A－B）

実 質 赤 字 比 率 － － 14.07 20.0
連結実質赤字比率 － － 19.07 30.0
実質公債費比率 11.7 11.5 0.2 25.00 35.0
将 来 負 担 比 率 84.3 90.5 △�6.2 350.00

資金不足比率� （単位：％）

特別会計の名称 資金不足比率 備　　　考
上 水 道 事 業 会 計
農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計

－ 経営健全化基準　20.0

※資金不足比率は、資金不足額が生じていないことから「－」と表示している。

基金現在高の状況� （単位：千円）

基　金　名 令和４年度末現在高 令和３年度末現在高 増　　減
財 政 調 整 基 金 1,405,975 1,491,960 △�85,985
減 債 基 金 534,990 484,983 50,007
そ の 他 基 金 2,406,990 2,074,195 332,795

地方債現在高の状況� （単位：千円）

会　計　名 令和４年度末現在高 令和３年度末現在高 増　　減
一 般 会 計 10,929,751 11,617,820 △�688,069
農業集落排水事業特別会計 406,166 496,697 △�90,531
公共下水道事業特別会計 4,139,890 4,256,446 △�116,556

決算審査特別委員会
副委員長　大　崎　昭　子

決算審査特別委員会
委 員 長　沼　山　浩　幸
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令和４年度各会計決算８件を認定

令和４年度歳入歳出決算額� （単位：円）

会　　計　　別 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　　引　　額

一 般 会 計 13,215,911,832 12,713,499,336 502,412,496

国民健康保険事業特別会計 2,004,426,256 1,984,731,113 19,695,143

後期高齢者医療特別会計 215,757,366 210,865,490 4,891,876

介 護 保 険 特 別 会 計 2,809,021,451 2,703,645,328 105,376,123

介護サービス事業特別会計 24,949,001 23,748,697 1,200,304

農業集落排水事業特別会計 152,512,766 150,426,936 2,085,830

公共下水道事業特別会計 658,935,857 651,610,887 7,324,970

上 水 道 事 業 会 計 681,620,290 888,526,855 △�206,906,565
※上水道事業会計の不足する額は、留保資金、積立金、調整額で補てん。

監査委員の審査意見（抜粋）

　一般会計については、歳入は前年度に比べ0.1％、17,572千円増加して13,215,911千円となり、歳出も前
年度に比べ0.2％、24,604千円増加して12,713,499千円となったが、形式収支で502,412千円、当年度実質
収支で468,506千円の黒字となり、単年度収支では64,963千円の黒字となった。
　特別会計については、６会計の歳入合計で前年度に比べ1.7％、99,823千円減少して5,865,600千円とな
り、歳出も、前年度に比べ1.7％、96,135千円減少して5,725,026千円となった。その結果、当年度実質収
支で140,424千円の黒字となり、単年度収支では914千円の黒字となった。

自主財源
27.0%

義務的経費
37.4%

投資的経費
11.3%

その他経費
51.3%

一般会計歳入財源別決算状況 一般会計性質別決算状況

町税
13.7%

人件費
11.1%

扶助費
15.7%

繰出金
10.7%

公債費
10.6%

物件費
11.6%

普通建設
事業費
11.1%

国庫
支出金
18.8%

県支出金
7.8%

町債4.7%

地方消費税
交付金3.0%

地方譲与税1.4%
その他0.7%

繰入金
10.5%

地方交付税
36.6%

補助費等
16.0%

積立金
9.2%

繰越金1.1%

使用料及び手数料0.7%

その他1.0%

歳 入 総 額
13,215,911千円

歳 出 総 額
12,713,499千円

依存財源
73.0%

維持補修費3.8%

災害復旧事業費0.2%
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審　議　さ　れ　た　議　案
議案番号 件　　　　　名 議決月日 議決結果

報告第７号
（専決第14号）

専決処分の報告について
（損害賠償の額を定めること及び和解について） ９月７日 報告済

報告第８号
（専決第15号）

専決処分の報告について
（損害賠償の額を定めること及び和解について） ９月７日 報告済

報告第９号 令和４年度東北町健全化判断比率及び東北町資金不足比率の報告について ９月７日 報告済
報告第10号 令和４年度株式会社おがわら湖事業報告及び決算報告について ９月７日 報告済
認定第１号 令和４年度東北町一般会計歳入歳出決算の認定について ９月７日 認定
認定第２号 令和４年度東北町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について ９月７日 認定
認定第３号 令和４年度東北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ９月７日 認定
認定第４号 令和４年度東北町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ９月７日 認定
認定第５号 令和４年度東北町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定について ９月７日 認定
認定第６号 令和４年度東北町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について ９月７日 認定
認定第７号 令和４年度東北町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について ９月７日 認定
認定第８号 令和４年度東北町上水道事業会計決算の認定について ９月７日 認定

議案第76号 令和５年度東北町一般会計補正予算案
（歳入歳出予算の総額に690,641千円を追加） ９月７日 原案可決

議案第77号 令和５年度東北町国民健康保険事業特別会計補正予算案 ９月７日 原案可決

議案第78号 令和５年度東北町後期高齢者医療特別会計補正予算案
（歳入歳出予算の総額に5,718千円を追加） ９月７日 原案可決

議案第79号 令和５年度東北町介護保険特別会計補正予算案
（歳入歳出予算の総額に80,682千円を追加） ９月７日 原案可決

議案第80号 令和５年度東北町介護サービス事業特別会計補正予算案 ９月７日 原案可決

議案第81号 令和５年度東北町農業集落排水事業特別会計補正予算案
（歳入歳出予算の総額に1,146千円を追加） ９月７日 原案可決

議案第82号 令和５年度東北町公共下水道事業特別会計補正予算案
（歳入歳出予算の総額に4,904千円を追加） ９月７日 原案可決

議案第83号 東北町空家等の適切な管理に関する条例案
（空家等の適切な管理に関して必要な事項を定める） ９月７日 原案可決

議案第84号 東北町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例案
（基本使用料を1,500円に、超過使用料を150円に改める） ９月７日 原案可決

議案第85号 東北町下水道条例の一部を改正する条例案
（基本使用料を1,500円に、超過使用料を150円に改める） ９月７日 原案可決

議案第86号 工事請負契約の変更契約の締結について（寺沢橋補修工事） ９月７日 原案可決
陳情第９号
（令和４年） 種子法廃止、種苗法改定から種子を守ることに関する陳情 ９月７日 趣旨採択

陳情第10号
（令和４年） 滝沢平土地改良区ポンプ場の建屋撤去費に関する陳情書取下申出書について ９月７日 許可

陳情第２号 全国霊感商法対策弁護士連絡会の不当な声明に対する陳情 ９月７日 不採択
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熱中症対策を

問
①　
過
去
３
ケ
年
の
熱
中

症
に
よ
る
緊
急
搬
送
は
何
件

か
。

答
弁
町
長　
令
和
３
年
度
８
件
、

令
和
４
年
度
10
件
、
令
和
５
年
度

８
月
末
現
在
で
12
件
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

い
た
だ
い
て
お
り
、
更
に
は
、
各

地
区
の
民
生
委
員
及
び
町
内
会
長

等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢

者
等
に
対
し
、
熱
中
症
予
防
の
声

掛
け
、
安
否
確
認
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

問
③　
高
齢
者
一
人
暮
ら
し

で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
る

エ
ア
コ
ン
を
設
置
で
き
な
い

方
へ
の
エ
ア
コ
ン
購
入
設
置

費
用
を
助
成
す
る
考
え
は
。

答
弁
町
長　
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
で
き
な
い

方
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世

帯
だ
け
と
は
限
ら
れ
ず
、「
町
民

に
不
公
平
感
が
生
じ
な
い
こ
と
。」

が
大
事
で
あ
る
と
考
え
現
段
階
で

は
助
成
す
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

問
④　
町
内
の
小
・
中
学
校

職
員
室
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置

状
況
と
学
校
に
お
け
る
熱
中

症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答
弁
教
育
長　
職
員
室
に
エ
ア
コ

ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
学
校
は
、

上
北
小
学
校
、
上
北
中
学
校
、
東

北
小
学
校
、
東
北
中
学
校
の
４
校

で
、
甲
地
小
学
校
の
職
員
室
に
は

設
置
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今

年
度
新
た
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
こ
と
で
現
在
作
業
を
す
す
め
て

お
り
ま
す
。

　
次
に
、
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

で
す
が
、
国
の
「
学
校
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

の
手
引
き
」を
も
と
に
、各
学
校
で

独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

県
の
通
知
に
沿
っ
た
指
導
を
し
て

い
ま
す
。

問
⑤　
今
後
、
役
場
庁
舎
及

び
公
共
施
設
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
計
画
は
あ
る
の

か
。

答
弁
町
長　

本
庁
舎
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
は
、
エ
ア

コ
ン
等
の
設
置
の
必
要
性
を
要
望

さ
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
整
備
に
向
け
積
極
的
に

考
慮
し
て
参
り
た
い
。

問
②　

高
齢
者
等
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
熱
中
症
対

策
を
実
施
し
て
い
る
か
。

答
弁
町
長　
ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力

員
の
方
々
に
、
熱
中
症
予
防
に
関

す
る
国
で
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
、
各
町
内
で
の
高
齢

者
等
の
見
守
り
・
訪
問
活
動
の
際

に
熱
中
症
予
防
対
策
に
活
用
し
て

沼
ぬま
山
やま
英
ひで

隆
たか
　議員
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「株式会社RCG」�
からの地域活性化

� 起業人の派遣は

歩道整備に関する取組を

商店街並びに地域活性化は

問
①　
株
式
会
社
Ｒ
Ｃ
Ｇ
の

財
政
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
町
長　
議
会
全
員
協
議
会
で

の
内
容
を
踏
ま
え
、
会
社
の
創
業

は
令
和
２
年
４
月
で
直
近
３
期
分

の
損
益
実
績
の
推
移
は
３
期
連
続

で
マ
イ
ナ
ス
の
決
算
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

問
②　
Ｒ
Ｃ
Ｇ
の
仲
介
に
よ

る
伸
和
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

よ
り
１
０
０
万
円
を
受
け
て

い
る
。
株
式
会
社
Ｒ
Ｃ
Ｇ
の

天
間
社
長
は
、
伸
和
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
取
締
役
役
員

を
し
て
い
る
が
問
題
は
な
い

か
伺
い
ま
す
。

答
弁
町
長　
全
く
問
題
な
い
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
３
年
度

に
Ｒ
Ｃ
Ｇ
を
介
し
て
伸
和
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
か
ら
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
に
よ
る
ご
寄
附
を
頂

き
、
令
和
４
年
度
に
小
川
原
湖
ふ

れ
あ
い
村
遊
具
整
備
に
充
当
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

問
①　
町
道
保
戸
沢
・
旗
屋

線
の
一
部
で
は
、歩
道
が
無

い
区
間
を
、
小
学
生
や
中
学

生
が
徒
歩
に
て
通
学
し
て
い

ま
す
。
通
学
時
間
は
交
通
量

も
多
く
危
険
だ
と
思
い
ま
す

が
、
歩
道
の
設
置
等
は
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
町
長　
今
後
、
右
車
線
側
の

素※
１

掘
り
側
溝
も
排※

２

水
構
造
物
に
し

た
場
合
の
流※

３

末
に
係
る
調
査
を
行

い
、
歩
道
整
備
が
可
能
か
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

問
①　
お
買
い
物
バ
ス
の
利

用
状
況
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

答
弁
町
長　
令
和
５
年
１
月
か
ら

３
月
は
月
平
均
で
約
25
人
、
今
年

度
の
４
月
か
ら
は
月
平
均
約
17
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
②　
利
用
者
が
少
な
い
現

状
と
し
て
、
ど
う
い
っ
た
改

善
策
を
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
？

答
弁
町
長　

バ
ス
停
の
新
設
等

と
、
上
北
発
の
１
便
か
ら
２
便
へ

の
増
便
な
ど
の
買
い
物
バ
ス
の
見

直
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
会
の
取
り
組
み
と

連
携
し
た
事
業
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
町
民
の
交
流
に
よ
り
地
域

活
性
化
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
た

い
。問

③　
商
工
会
か
ら
お
買
い

物
バ
ス
に
関
し
て
、
意
見
等

や
要
望
は
現
在
何
か
き
い
て

い
ま
す
か
？

答
弁
町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
、
商

工
会
か
ら
の
事
業
の
要
望
等
は
な

い
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
買
い
物

バ
ス
の
見
直
し
と
同
時
に
商
工
会

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
よ
り
事

業
効
果
が
高
ま
り
、
町
と
し
て
商

工
会
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

き
た
い
。

※１素掘り側溝とは・・・
　側溝を据えずある程度の勾
配をつけ掘り進め水を流す簡
易的な水路。

※２排水構造物とは・・・
　コンクリート側溝などをい
う。

※３流末とは・・・
　水が流れる行き先のこと。

蛯
えび
澤
さわ
正
まさ
雄
お
　議員

斗
と
賀
が
高
こう
太
た
郎
ろう
　議員
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南平跨線橋にかかわる�
� 安全対策を

聴覚障がい者の�
コミュニケーション環境改善の
� 取り組みは

問
①　
南
平
跨
線
橋
に
お
い

て
、
強
引
に
対
面
通
行
す
る

車
両
が
あ
り
、
利
用
者
か
ら

改
善
を
求
め
る
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
安
全
な
通
行
を
確

保
す
る
た
め
通
行
の
ル
ー
ル

を
示
す
表
示
を
行
う
考
え
は

な
い
か
。

答
弁
町
長　
入
り
口
付
近
に
待
機

場
所
を
２
个
所
設
置
し
て
お
り
ま

す
が
、現
在
、小
川
原
跨
線
橋
の
通

行
止
め
に
よ
り
、
交
通
量
も
増
え

て
い
る
状
況
で
も
あ
り
ま
す
の
で

表
示
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

問
②　
南
平
跨
線
橋
県
道
側

の
交
差
点
に
設
置
さ
れ
て
い

る
民
間
施
設
の
看
板
が
、
安

全
確
認
の
妨
げ
と
な
り
危
険

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
町
と

し
て
の
対
応
策
を
と
る
考
え

は
あ
る
か
。

答
弁
町
長　
民
間
施
設
の
看
板
で

あ
り
、
ま
た
設
置
さ
れ
て
い
る
土

地
の
所
有
者
は
、
個
人
所
有
の
土

地
で
あ
り
ま
す
の
で
、
民
事
不
介

入
の
観
点
か
ら
個
人
等
同
士
の
事

案
に
つ
い
て
は
関
与
す
る
立
場
に

あ
り
ま
せ
ん
。

問
①　
「
東
北
町
手
話
言
語

条
例
」
を
制
定
し
て
、
聴
覚

障
が
い
者
が
手
話
言
語
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
い

町
づ
く
り
に
取
り
組
む
考
え

は
な
い
か
。

答
弁
町
長　
障
害
者
基
本
計
画
を

策
定
し
、
聴
覚
障
が
い
等
が
あ
る

方
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

青
森
県
で
、「
青
森
県
手
話
言
語
条

例
」
を
施
行
し
て
お
り
、
今
後
、

条
例
の
制
定
等
に
つ
い
て
検
証
し

て
い
き
た
い
。

問
②　
町
役
場
内
に
、
手
話

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
対
応
で
き
る
環
境
を
つ
く

る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
町
長　
現
在
、
聴
覚
障
が
い

者
の
方
々
へ
の
窓
口
対
応
は
、
主

に
「
筆
談
」
で
対
応
し
、
自
宅
か

ら
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
等

に
つ
き
ま
し
て
は
「
メ
ー
ル
」
を

利
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
手
話
通
訳
者
の
採
用
な

ど
の
考
え
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
通

り
「
県
ろ
う
あ
協
会
」
か
ら
手
話

通
訳
者
に
派
遣
要
請
し
対
応
し
て

い
き
た
い
。

問
③　
手
話
に
対
応
で
き
る

人
を
増
や
す
養
成
研
修
事
業

を
実
施
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答
弁
町
長　
手
話
に
関
す
る
体
験

講
座
や
養
成
研
修
は
、「
青
森
県

聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
」
の

事
業
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問
④　
「
聴
覚
障
が
い
者
電

話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

助
成
事
業
」
を
実
施
し
て
、

聴
覚
障
が
い
者
の
経
費
負
担

の
軽
減
を
図
る
考
え
は
な
い

か
。

答
弁
町
長　
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
今
後
の
国

や
県
他
市
町
村
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

市
いち
川
かわ
俊
とし

光
みつ
　議員

一般質問の詳細や再
質問については、Ｈ
Ｐをご確認ください。
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各
委
員
会
の
活
動
（
７
月
～
９
月
）

★
総
務
企
画
常
任
委
員
会

開 
催 
日

事　
　
　
件
（
内
容
）

８
月
16
日
所
管
事
務
調
査

　
⑴
総　
務　
課　
①
東
北
町
空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑵
企　
画　
課　
①
東
北
・
上
北
地
区
を
結
ぶ
町
民
バ
ス
路
線
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
②�

デ
ジ
タ
ル
共
同
受
信
施
設
乙
供
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
棟
建
築
工
事
の

概
要
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑶
税　
務　
課　
①
令
和
４
年
度
町
税
等
の
収
入
状
況
に
つ
い
て

　
⑷
財　
政　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
産
業
建
設
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

８
月
17
日
付
託
事
件

　
①
陳
情
第
9
号　

�

種
子
法
廃
止
、
種
苗
法
改
定
か
ら
種
子
を
守
る
こ
と
に
関
す
る
陳

情

　
②
陳
情
第
10
号　
滝
沢
平
土
地
改
良
区
ポ
ン
プ
場
の
建
屋
撤
去
費
に
関
す
る
陳
情

所
管
事
務
調
査

　
⑴
建　
設　
課　
①
町
営
住
宅
明
渡
等
請
求
訴
訟
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑵
農
林
水
産
課　
①�

町
営
放
牧
場
に
お
け
る
休
牧
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
②
東
北
町
産
牛
乳
の
販
売
促
進
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑶
商
工
観
光
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑷
上
下
水
道
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑸
農
業
委
員
会　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
教
育
民
生
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

８
月
18
日
所
管
事
務
調
査

　
⑴
高
齢
介
護
課　
①�

福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支
援
金
給
付
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑵
町　
民　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑶
福　
祉　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑷
保
健
衛
生
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑸
学　
務　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑹
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
議
会
運
営
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

８
月
24
日
⑴
会
期
日
程
に
つ
い
て

　
①
令
和
５
年
第
３
回
東
北
町
議
会
定
例
会
付
議
事
件
の
概
要

　
②
議
会
提
出
案
件
（
予
定
）
等

　
③
一
般
質
問
通
告
状
況
（
８
月
23
日
正
午
ま
で
に
通
告
）

⑵
陳
情
書
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

★
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
対
策
等
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

７
月
６
日

７
月
28
日

⑴
講
演
「
暮
ら
し
の
中
の
放
射
線
に
つ
い
て
」

⑵
県
内
視
察
研
修
に
つ
い
て

⑴�

視
察
研
修
（
む
つ
市
：
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
貯
蔵
株
式
会
社
、
六
ケ
所
村
：
日
本
原

燃
株
式
会
社
）

★
小
川
原
湖
環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

７
月
５
日

９
月
28
日

⑴
小
川
原
湖
に
お
け
る
漁
獲
量
・
漁
獲
高
等
の
現
状
に
つ
い
て

⑵
合
併
処
理
浄
化
槽
（
小
川
原
湖
周
辺
集
落
）
設
置
状
況
に
つ
い
て

⑶
高
瀬
川
水
系
で
の
国
・
県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑷
令
和
５
年
度
要
望
活
動
等
に
つ
い
て

要
望
活
動
（
高
瀬
川
河
川
事
務
所
）

★
議
会
広
報
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

７
月
10
日

７
月
26
日
⑴
議
会
だ
よ
り
第
73
号
の
編
集
に
つ
い
て

⑴
議
会
だ
よ
り
第
73
号
の
編
集
に
つ
い
て

★
全
員
協
議
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

７
月
13
日

７
月
20
日

８
月
９
日

⑴
株
式
会
社
Ｒ
Ｃ
Ｇ
と
の
包
括
連
携
協
定
に
つ
い
て

⑵
地
域
活
性
化
起
業
人
の
派
遣
に
つ
い
て

⑴
株
式
会
社
Ｒ
Ｃ
Ｇ
と
の
包
括
連
携
協
定
に
つ
い
て

⑴
地
域
活
性
化
起
業
人
の
受
入
に
つ
い
て

⑵
公
共
下
水
道
事
業
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
の
使
用
料
改
定
に
つ
い
て

★
議
会
改
革
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

８
月
７
日
⑴
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
つ
い
て
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委
員
会
報
告

○
総
務
企
画
常
任
委
員
会

（
８
月
16
日
開
催
）

　
委
員
長　

沼　
山　
浩　
幸

所
管
事
務
調
査
結
果

総
務
課

・
東
北
町
空
家
等
の
適
切
な
管
理

に
つ
い
て

　
東
北
町
空
家
等
の
適
切
な
管
理

に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
、
周
辺

の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

恐
れ
の
あ
る
空
家
等
の
所
有
者
に

対
し
、
適
切
な
管
理
に
必
要
な
助

言
・
指
導
及
び
勧
告
を
行
い
、
改

善
が
進
ま
な
い
と
き
に
は
命
令
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
町
が
代
わ
り
に

必
要
な
措
置
を
行
う
。

︻
質
疑
︼
今
後
実
態
調
査
を
し
て

い
く
上
で
、
現
在
ど
の
よ
う
な
把

握
を
し
、
対
応
を
し
て
い
る
の
か

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

︻
回
答
︼
平
成
31
年
に
調
査
を
し

た
と
こ
ろ
、
空
き
家
の
棟
数
は
６

７
８
棟
で
し
た
。
住
宅
地
図
を
活

用
し
て
空
き
家
で
あ
る
と
い
う
判

断
を
す
る
家
屋
の
情
報
を
提
供
い

た
だ
き
、
対
策
協
議
会
を
新
た
に

設
置
し
て
、
特
定
空
家
と
認
定
し

対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

︻
要
望
︼
条
例
の
制
定
等
に
あ

た
っ
て
は
、
税
金
の
滞
納
関
係
等

も
含
め
現
状
を
し
っ
か
り
把
握
し

た
上
で
、
臨
ん
で
ほ
し
い
。

企
画
課

・
東
北
・
上
北
地
区
を
結
ぶ
町
民

バ
ス
路
線
の
見
直
し
に
つ
い
て

１
．
目
的

　
　
東
北
地
区
と
上
北
地
区
の
住

民
の
交
流
を
促
進
し
て
、
町

の
賑
わ
い
を
創
出
し
、
地
域

活
性
化
を
図
る
。

２
．
運
行
変
更
日

　
　
令
和
５
年
10
月
４
日
︵
水
︶

３
．
運
行
曜
日　
毎
週
水
曜
日

　
　
※
祝
日
及
び
年
末
年
始
12
月

29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

は
運
休

４
．
運
賃　
無
料

５
．
路
線
・
ダ
イ
ヤ

　
　
甲
地
を
経
由
し
て
、
乙
供
と

上
北
の
ま
ち
な
か
を
結
ぶ
路

線
を
運
行
す
る
。

　
　
乙
供
発
２
便

　
　
１
便
目　
９
：
36
発

　
　
２
便
目　
11
：
09
発

　
　
新
設　
　
　
10
箇
所

　
　
名
称
変
更　
４
箇
所

　
　
廃
止　
　
　
２
箇
所

　
　
上
北
発
２
便

　
　
１
便
目　
９
：
12
発

　
　
２
便
目　
９
：
54
発

６
．
運
行
の
方
法　
試
験
運
行

７
．
運
行
予
定
期
間

　
　
12
か
月
間
程
度

　
　
※
利
用
者
の
動
向
を
分
析
す

る
た
め

︻
質
疑
︼
バ
ス
の
待
合
室
が
な
い

と
こ
ろ
が
か
な
り
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
天
気
が
悪
い
と
き
に
利
用

で
き
る
待
合
室
に
つ
い
て
考
え
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

︻
回
答
︼
バ
ス
待
合
室
に
つ
い
て

は
、
そ
こ
の
商
店
街
等
で
い
ろ
い

ろ
と
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
、
経

費
的
な
こ
と
等
い
ろ
い
ろ
と
相
談

に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
デ
ジ
タ
ル
共
同
受
信
施
設
乙
供

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
棟
建
築
工
事
の

概
要
に
つ
い
て

１
．
工
事
名

　
　
デ
ジ
タ
ル
共
同
受
信
施
設
乙

供
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
棟
建
築
工

事

２
．
工
事
場
所

　
　
東
北
町
字
塔
ノ
沢
山　
地
内

３
．
工
期

　
　
令
和
５
年
７
月
７
日
か
ら

　
　
令
和
５
年
12
月
８
日
ま
で

４
．
契
約
額

　
　
１
８
，
３
１
５
，
０
０
０
円

５
．
施
工
業
者

　
　
有
限
会
社　
大
杉
工
務
店

６
．
建
物
の
概
要

　
　
構
造　

Ｒ
Ｃ
造　

平
屋
建
、

建
築
面
積　
35
．
10
㎡

税
務
課

・
令
和
４
年
度
町
税
等
の
収
入
状

況
に
つ
い
て

　
現
年
分
の
収
入
済
額
は
２
，
２

０
４
，
８
３
４
，
６
３
５
円
で
徴

収
率
は
98
．
07
％
、
滞
納
繰
越
分

の
収
入
済
額
は
３
４
，
９
０
７
，

２
０
６
円
で
徴
収
率
は
18
．
19
％

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と
比
較

し
て
合
計
で
６
５
，
３
２
７
，
９

５
５
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他

・
東
北
町
テ
レ
ビ
「
動
画
作
品
」

募
集
に
つ
い
て

１
．
募
集
の
概
要

　
　
町
に
関
連
し
た
動
画
作
品

を
一
般
の
人
か
ら
募
集
し

て
、
東
北
町
テ
レ
ビ
・
東
北

町
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
放

送
・
配
信
す
る
。

２
．
募
集
要
項

　
　
令
和
５
年
７
月
27
日
︵
木
︶

３　
募
集
の
開
始

　
　
・
開
始
時
期

　
　
　
令
和
５
年
10
月
５
日︵
木
︶

　
　
・
周
知
方
法

　
　
　
広
報
誌
10
月
号
、
東
北
町

テ
レ
ビ
、
東
北
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等

　
　
・
募
集
作
品
の
概
要

　
　
　
東
北
町
を
テ
ー
マ
に
し
た

３
分
程
度
の
動
画
で
、
個

人
の
投
稿
者
自
身
が
撮
影

し
た
未
発
表
の
作
品
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○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
８
月
17
日
開
催
）

　
委
員
長　

坂　
本　
直　
大

所
管
事
務
調
査

建
設
課

・
町
営
住
宅
明
渡
等
請
求
訴
訟
に

つ
い
て

（
裁
判
を
提
訴
し
た
場
合
）

　
期
間
６
个
月
程
度　
議
会
で
の

議
決
が
必
要︵
議
決
謄
本
︶確
定
後

明
渡
し
請
求︵
裁
判
所
か
ら
発
出
︶

（
今
後
の
対
応
）

　
放
置
さ
れ
て
い
る
私
物
等
に
よ

り
建
物
内
外
が
か
な
り
傷
ん
で
き

て
い
る
。
明
渡
し
請
求
を
提
訴
し

判
決
が
確
定
後
、
強
制
執
行
に
て

建
物
内
外
の
原
状
回
復
を
行
い
た

い
。

︻
質
疑
︼
入
居
す
る
際
は
保
証
人

が
い
る
の
か
。

︻
回
答
︼
弟
さ
ん
が
保
証
人
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
経
済
的

な
こ
と
も
あ
り
世
帯
も
違
い
撤
去

す
る
の
は
、
法
律
的
に
は
駄
目
な

の
で
は
と
弁
護
士
と
協
議
し
て
お

り
ま
す
。

農
林
水
産
課

・
町
営
放
牧
場
に
お
け
る
休
牧
地

の
利
活
用
に
つ
い
て

（
従
前
か
ら
の
活
用
方
針
）

〇
町
営
放
牧
場
に
つ
い
て
は
主
に

預
託
事
業
に
係
る
放
牧
地
と
し

て
活
用
。

〇
一
方
、
休
牧
地
の
一
部
は
、
採

草
地
と
し
て
、
一
部
を
町
内
の

飼
料
生
産
組
織
に
無
償
供
与
。

〇
現
在
の
休
牧
地
の
活
用
状
況
と

し
て
、
南
平
放
牧
場
及
び
豊
畑

放
牧
場
は
採
草
地
と
し
て
活
用

中
、
淋
代
放
牧
場
は
未
活
用
。

（
未
利
用
休
牧
地
の
活
用
方
針
）

　

未
利
用
休
牧
地
に
つ
い
て
は
、

従
前
の
方
針
に
沿
っ
て
、
無
償
供

与
を
行
い
た
い
。

︻
質
疑
︼
こ
の
計
画
に
よ
り
、
ど

れ
ぐ
ら
い
赤
字
を
縮
小
す
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
す
か
。

︻
回
答
︼
集
約
に
伴
っ
て
、
人
件

費
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
全
体
は
ま
だ
見
え
な
い
と
こ

ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
。

︻
質
疑
︼
こ
の
放
牧
地
を
利
活
用

し
集
約
し
て
、
放
牧
す
る
畜
産
農

家
の
方
々
は
こ
れ
で
間
に
合
う
の

か
。

︻
回
答
︼
現
状
で
預
か
っ
て
い
る

牛
に
つ
い
て
は
、
畜
産
農
家
も
全

頭
を
一
度
に
預
け
る
の
で
は
な

く
、
交
互
に
預
け
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
中
で
回
し

て
い
け
る
頭
数
に
な
り
ま
す
。

・
東
北
町
産
牛
乳
の
販
売
促
進
に

つ
い
て

　
「
あ
お
い
森
の
牛
乳
」
広
告
掲

載
記
念
イ
ベ
ン
ト
＆
東
北
町
産
黒

毛
和
牛
格
安
販
売

〇
日　
時

　
令
和
５
年
９
月
２
日
︵
土
︶

９
時
00
分
～

　
※
売
切
れ
次
第
終
了

〇
場　
所

道
の
駅
お
が
わ
ら
湖　
特
設
会

場
〇
特　
典

　
先
着
２
０
０
名
様
へ　
あ
お
い

森
の
牛
乳︵
１
㍑
︶プ
レ
ゼ
ン
ト
！

○
教
育
民
生
常
任
委
員
会

（
８
月
18
日
開
催
）

　
委
員
長　

田　
嶋　
　
　
悟

所
管
事
務
調
査
結
果

高
齢
介
護
課

・
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支

援
金
給
付
事
業
に
つ
い
て

１
．
事
業
の
目
的

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
の
物

価
高
騰
に
よ
り
厳
し
い
環
境
が
続

く
福
祉
施
設
等
に
対
し
て
、
事
業

の
継
続
を
支
援
す
る
た
め
支
援
金

を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該

福
祉
施
設
等
の
利
用
者
に
対
す
る

安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
．
事
業
の
概
要

　
当
町
に
お
い
て
事
業
を
行
っ
て

い
る
事
業
者
で
、
高
齢
者
施
設
等
、

障
害
児
者
施
設
等
及
び
保
育
施
設

等
に
対
し
、
支
援
金
を
給
付
す
る
。

畜産・酪農を応援！ミルキング＆しじみ～る しじみ～るで応援！牛乳も地産地消
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○
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
対
策
等
特
別
委
員
会

　
委
員
長　

蛯　
名　
竜　
也

調
査
の
概
要
と
結
果

⑴　
令
和
５
年
３
月
20
日

　
町
側
か
ら
町
長
、
副
町
長
及
び

担
当
課
長
の
出
席
を
求
め
、
令
和

５
年
度
活
動
計
画
に
つ
い
て
を
議

題
と
し
開
催
し
ま
し
た
。

⑵　
令
和
５
年
７
月
６
日

　
放
射
線
や
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

施
設
の
現
況
等
に
つ
い
て
、
日
本

原
燃
の
方
に
講
演
い
た
だ
き
意
見

交
換
会
を
行
っ
た
後
、
県
内
視
察

研
修
案
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
開

催
し
ま
し
た
。

︻
質
疑
︼
放
射
線
治
療
や
Ｃ
Ｔ
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
の
検

査
を
受
け
て
い
る
方
の
人
体
に
対

す
る
影
響
は
ど
の
く
ら
い
で
す

か
。

︻
回
答
︼
医
療
と
い
う
適
切
に
完

備
さ
れ
た
中
で
検
査
を
受
け
ら
れ

て
い
る
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
心

配
な
い
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

︻
質
疑
︼
安
全
対
策
や
、
高
レ
ベ

ル
廃
棄
物
に
関
し
て
、
適
切
に
処

理
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
、

東
北
町
含
め
、
近
隣
地
域
に
も

し
っ
か
り
教
え
て
い
く
形
が
必
要

か
と
思
う
の
で
す
が
ど
う
お
考
え

で
す
か
。

︻
回
答
︼
全
県
向
け
に
新
聞
広
告

や
サ
イ
ク
ル
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
等
を
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
中
で
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
地
域
の
声
も
し
っ

か
り
受
け
止
め
て
、
い
ろ
ん
な
断

面
で
Ｐ
Ｒ
や
広
報
に
務
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

︻
質
疑
︼
六
个
所
の
再
処
理
工
場

の
施
設
の
竣
工
が
来
年
の
早
い
う

ち
と
い
う
見
通
し
で
す
が
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
見
通

し
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
具
体
的

に
説
明
を
お
願
い
し
ま
す

︻
回
答
︼
施
設
の
試
験
が
終
わ
り

ま
す
と
、
国
の
検
査
を
受
け
て
竣

工
し
工
場
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。そ
う
な
る
こ
と
で
、

３
．
対
象
事
業
者

　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
に
お

い
て
、
当
町
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
事
業
者

４
．
支
援
金
の
額
（
１
施
設
等
あ
た
り
）

　
⑴　
高
齢
者
施
設
等

　
入
所
系
介
護
施
設
は
、
定
員

30
人
以
上
の
場
合
５
，
０
０
０

円
に
定
員
数
を
乗
じ
て
得
た
額
、

定
員
29
人
以
下
の
場
合
15
万
円
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム
及
び
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
は
、

定
員
30
人
以
上
の
場
合
３
，
５

０
０
円
に
定
員
数
を
乗
じ
て
得

た
額
、
定
員
29
人
以
下
の
場
合

10
万
円
。
通
所
系
は
10
万
円
。

訪
問
系
は
５
万
円
。

　
⑵　
障
害
児
者
施
設
等

　
入
所
系
は
、
定
員
30
人
以
上

の
場
合
５
，
０
０
０
円
に
定
員

数
を
乗
じ
て
得
た
額
、
定
員
29

人
以
下
の
場
合
15
万
円
。
通
所

系
は
10
万
円
。
訪
問
系
５
万
円
。

　
⑶　
保
育
施
設
等

　

定
員
20
人
以
上
の
場
合
１
，

２
５
０
円
に
定
員
数
を
乗
じ
て

得
た
額
、
定
員
19
人
以
下
の
場

合
２
万
５
，
０
０
０
円
。

︻
要
望
︼
避
難
場
所
に
な
っ
て
い

国
か
ら
は
運
行
し
て
い
い
よ
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
原
子
力

施
設
を
動
か
す
場
合
に
は
、
地
元

と
の
安
全
協
定
と
い
う
の
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、県
、村
か
ら

の
求
め
、
あ
と
隣
接
市
町
村
か
ら

の
求
め
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
を
締
結
し
て
か
ら
操

業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
の
段
取
り
と
し
ま
し
て
、

例
え
ば
住
民
説
明
会
、
県
内
の
市

町
村
長
会
、
県
が
設
置
し
て
い
る

原
子
力
政
策
懇
話
会
等
、
様
々
な

意
見
聴
取
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ

れ
で
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば

安
全
協
定
を
締
結
し
た
上
で
操
業

と
い
う
ふ
う
な
段
取
り
、
流
れ
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。

⑶　
令
和
５
年
７
月
28
日

　

リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン

タ
ー
︵
む
つ
市
︶
と
、
原
子
燃
料

サ
イ
ク
ル
施
設
︵
六
个
所
村
︶
に

つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
．
視
察
研
修
目
的

　
　
　
青
森
県
内
の
原
子
燃
料
施

設
の
取
り
組
み
状
況
を
視

察
・
現
状
を
確
認
し
、
町
民

の
安
全
安
心
確
保
の
取
り
組

る
施
設
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
設
置
に
つ

い
て
、
情
報
網
が
し
っ
か
り
し
て

い
な
い
と
、
避
難
さ
れ
る
方
も
不

安
だ
と
思
う
の
で
、
整
備
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

︻
要
望
︼
今
の
猛
暑
の
中
で
、
我

慢
し
て
お
仕
事
さ
れ
て
い
る
職

員
が
多
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、

ク
ー
リ
ン
グ
で
き
る
場
所
を
確
保

す
る
な
ど
、
職
員
が
快
適
に
仕
事

で
き
る
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

女
性
の
体
感
と
男
性
の
体
感
と
い

う
の
は
違
っ
た
り
す
る
の
で
、
そ

の
辺
を
よ
く
気
を
つ
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

︻
質
疑
︼
町
民
総
合
体
育
大
会
に

つ
い
て
、
参
加
チ
ー
ム
が
随
分

減
っ
て
い
る
。
職
員
に
負
担
が
大

き
い
こ
と
、ま
た
、わ
ざ
わ
ざ
チ
ー

ム
を
編
成
し
苦
労
し
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。
そ
の
と
き
だ
け
駆
り
出

さ
れ
る
こ
と
で
危
険
な
こ
と
も
あ

り
得
る
の
で
、
大
会
を
今
後
ど
う

い
う
ふ
う
に
や
っ
て
い
く
か
、
何

か
見
通
し
や
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

︻
回
答
︼
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
推
進

委
員
か
ら
意
見
を
聞
き
検
討
し
て

い
き
た
い
。
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ト
・
取
水
ポ
イ
ン
ト

　
　
ウ　
再
処
理
事
業
所
内
の
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

貯
蔵
管
理
セ
ン
タ
ー
、

使
用
済
み
燃
料
受
け
入

れ
・
貯
蔵
施
設
と
そ
の

安
全
管
理
工
事
現
場

　
　
エ　
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
内

で
放
射
線
検
査
状
況

　
　
オ　
事
務
本
館
８
階
で
Ｍ
Ｏ

Ｘ
燃
料
工
事
現
場
を
展

望

○
基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
委
員
長　

甲　
地　
　
　
昇

調
査
の
概
要
と
結
果

⑴　
令
和
５
年
１
月
10
日

　
町
側
か
ら
町
長
・
副
町
長
及
び

担
当
課
長
の
出
席
を
求
め
、
令
和

３
年
度
三
沢
飛
行
場
周
辺
の
航
空

機
騒
音
自
動
測
定
装
置
の
測
定
結

果
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
開
催
し

ま
し
た
。

⑵　
令
和
５
年
３
月
31
日

　
町
側
か
ら
町
長
・
副
町
長
及
び

担
当
課
長
の
出
席
を
求
め
、
三
沢

飛
行
場
に
係
る
第
一
種
区
域
等
の

騒
音
度
調
査
開
始
の
お
知
ら
せ
及

び
要
望
活
動
に
つ
い
て
を
議
題
と

し
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

︻
質
疑
︼
コ
ン
タ
ー
区
域
が
狭
ま

る
よ
う
な
見
直
し
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
防
衛
省
の
ほ
う
か
ら
ア
ク

シ
ョ
ン
的
な
も
の
あ
り
ま
す
か
。

︻
回
答
︼
全
国
的
に
縮
小
傾
向
に

あ
り
、
三
沢
の
飛
行
場
に
関
し
て

も
縮
小
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
説
明
は
受
け
て
お
り
ま
す
。
今

回
の
要
望
は
、
縮
小
し
な
い
よ
う

に
、
ま
た
万
が
一
縮
小
と
な
っ
た

と
き
は
何
ら
か
の
措
置
を
取
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
申
入
れ
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑶　
令
和
５
年
４
月
12
日
～
1₄
日

　
三
沢
飛
行
場
の
運
用
に
よ
る
生

活
環
境
整
備
に
関
す
る
要
望
書
に

つ
い
て
、
町
側
と
合
同
で
仙
台
防

衛
施
設
局
・
防
衛
省
及
び
青
森
県

選
出
国
会
議
員
に
対
し
て
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

︻
要
望
項
目
︼

　
ア　
三
沢
飛
行
場
の
第
一
種
区

域
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
イ　
騒
音
区
域
等
の
見
直
し
に

係
る
措
置
等
に
つ
い
て

⑷　
令
和
５
年
６
月
１
日

　
町
側
か
ら
町
長
・
副
町
長
及
び

担
当
課
長
の
出
席
を
求
め
、
要
望

活
動
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

⑸　
令
和
５
年
６
月
2₉
日
～
30
日

　
三
沢
飛
行
場
の
運
用
に
よ
る
障

害
緩
和
と
生
活
環
境
整
備
に
関
す

る
要
望
書
に
つ
い
て
、
町
側
と
合

同
で
東
北
防
衛
局
・
防
衛
省
及
び

青
森
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
て

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

︻
要
望
項
目
︼

　
ア　
三
沢
飛
行
場
の
第
一
種
区

域
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
イ　
騒
音
区
域
等
の
見
直
し
に

係
る
措
置
等
に
つ
い
て

　
ウ　
調
整
交
付
金
の
増
額
と
再

編
訓
練
移
転
等
交
付
金
の

交
付
に
つ
い
て

　
エ　
米
軍
に
よ
る
小
川
原
湖
上

空
で
の
訓
練
に
係
る
情
報

提
供
に
つ
い
て

　
オ　
米
軍
施
設
に
お
け
る
事
故

等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

み
に
生
か
す
た
め
。

　
２
．
視
察
研
修
内
容

（
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン

タ
ー
）
使
用
済
燃
料
貯
蔵
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
会
社
概
要
、
事
業
の
必
要

性
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
位

置
図
、
周
辺
の
状
況
、
建
屋

イ
メ
ー
ジ
・
特
徴
、
事
業
概

要
、
金
属
キ
ャ
ス
ク
、
安
全

対
策
、
安
全
性
の
確
認
、
安

全
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
と
現
在
の
状
況
、
安
全
対

策
工
事
の
一
例
の
説
明
受

け
、
建
屋
内
部
を
視
察
。

（
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
）

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

　
　
　

六
个
所
原
燃
Ｐ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
内
に
お
い
て
、
挨
拶
事

業
概
要
の
説
明
を
受
け
た

後
、
次
の
施
設
を
視
察
し
質

疑
応
答
を
行
い
な
が
ら
サ
イ

ク
ル
施
設
の
現
状
を
確
認
。

　
　
ア　
濃
縮
事
業
所
内
の
ウ
ラ

ン
濃
縮
工
場

　
　
イ　
埋
設
事
業
所
内
の
低
レ

ベ
ル
廃
棄
物
３
号
埋
設

地
及
び
ア
ク
セ
ス
ル
ー
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○
小
川
原
湖
環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会

　
委
員
長　

蛯　
沢　
正　
紀

調
査
の
概
要
と
結
果

⑴　
令
和
４
年
11
月
28
日

　

国
土
交
通
省　

東
北
地
方
整

備
局　

高
瀬
川
河
川
事
務
所　

ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
完
成
説
明
会
に

て
、
小
川
原
湖
砂
土
路
川
河
川
付

近
の
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
現
地
視
察

を
行
い
、
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
事

業
概
要
と
工
事
概
要
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

⑵　
令
和
５
年
１
月
10
日

　
町
側
か
ら
町
長
、
副
町
長
及
び

担
当
課
長
の
出
席
を
求
め
、
要
望

活
動
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

⑶　
令
和
５
年
１
月
10
日

　
町
側
か
ら
町
長
、
副
町
長
及
び

担
当
課
長
の
出
席
を
求
め
、
小
川

５
．
う
な
ぎ
漁
は
近
年
の
漁
獲
量

の
大
幅
増
に
加
え
て
、
単
価

に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
等
の
影

響
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、

回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
結
果
と
し
て
漁
獲
高
は

増
額
し
て
い
る
。

６
．
し
ら
う
お
漁
は
平
均
単
価
は

概
ね
同
水
準
を
維
持
し
て
い

る
も
の
の
、
漁
獲
量
は
大
幅

に
減
少
し
て
お
り
、
結
果
と

し
て
漁
獲
高
も
減
額
し
て
い

る
。

７
．
組
合
員
数
に
つ
い
て
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
組
合
員
の
う

ち
概
ね
７
割
以
上
が
東
北
町

在
住
者
で
占
め
ら
れ
て
い

る
。

︻
質
疑
︼
小
川
原
湖
漁
協
組
合
員

全
て
が
漁
を
し
て
い
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
と
思
う
が
、
漁
に
携

わ
っ
て
い
る
組
合
員
は
何
割
ぐ
ら

い
で
す
か
。

︻
回
答
︼
正
組
合
員
に
つ
い
て
は

年
間
60
日
以
上
漁
に
出
て
お
り
、

そ
れ
以
下
は
準
組
合
員
に
な
り
ま

す
。
概
ね
シ
ジ
ミ
は
２
０
０
人
前

後
、
ワ
カ
サ
ギ
、
シ
ラ
ウ
オ
は
10

人
前
後
、
ウ
ナ
ギ
に
つ
い
て
は
20

動
指
針
に
基
づ
く
各
主
体

の
取
組
み
強
化
と
国
・

県
・
市
町
村
等
の
連
携

⑸　
令
和
５
年
２
月
１
日
、

２
月
６
日
～
２
月
７
日

　
高
瀬
川
︵
小
川
原
湖
︶
の
保
全

と
整
備
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い

て
、
町
側
と
合
同
で
、
２
月
１
日

高
瀬
川
河
川
事
務
所
へ
、
２
月
６

日
～
２
月
７
日
東
北
地
方
整
備

局
・
国
土
交
通
省
及
び
青
森
県
選

出
国
会
議
員
に
対
し
て
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

︻
要
望
項
目
︼

　
高
瀬
川
総
合
水
系
環
境
整
備
事

業
の
促
進
に
つ
い
て

︵
水
質
改
善
対
策
の
推
進
︶

⑹　
令
和
５
年
７
月
５
日

　
町
側
か
ら
町
長
、
副
町
長
及
び

担
当
課
長
の
出
席
を
求
め
、
小
川

原
湖
に
お
け
る
漁
獲
量
・
漁
獲
高

等
の
現
状
に
つ
い
て
、
合
併
処
理

浄
化
槽
︵
小
川
原
湖
周
辺
集
落
︶

設
置
状
況
に
つ
い
て
、
高
瀬
川
水

系
で
の
国
・
県
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
令
和
５
年
度
要
望
活
動
等

に
つ
い
て
を
議
題
と
し
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
以
下
、
調
査
の
概
要

と
質
疑
等
の
あ
り
ま
し
た
主
な
も

の
に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
す
。

・
小
川
原
湖
に
お
け
る
漁
獲
量
・

漁
獲
高
等
の
現
状
に
つ
い
て

１
．
小
川
原
湖
に
お
け
る
漁
獲

量
・
漁
獲
高
は
と
も
に
減
少

し
て
お
り
、
10
年
前︵
Ｈ
25
︶

と
比
較
す
る
と
漁
獲
量
は

62
％
、
漁
獲
高
は
57
％
減
少

し
て
い
る
。

２
．
小
川
原
湖
に
お
け
る
漁
獲

量
・
漁
獲
高
を
魚
種
別
に
み

る
と
、
い
ず
れ
も
全
体
の
５

割
を
し
じ
み
貝
が
占
め
て
い

る
。︵
令
和
４
年
実
績
︶

３
．
し
じ
み
漁
は
10
年
前
と
比
べ

て
平
均
単
価
は
上
が
っ
て
い

る
一
方
で
漁
獲
量
は
大
幅
に

減
少
し
て
お
り
、
結
果
と
し

て
漁
獲
高
は
減
額
し
て
い

る
。

４
．
わ
か
さ
ぎ
漁
は
10
年
前
と
比

べ
て
漁
獲
量
は
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
一
方
で
、
平
均
単

価
は
２
倍
以
上
に
高
騰
し
て

お
り
、
結
果
と
し
て
漁
獲
高

は
増
額
し
て
い
る
。

原
湖
漁
業
協
同
組
合
と
、
小
川
原

湖
の
漁
業
と
水
環
境
に
係
る
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
小
川
原
湖
漁
業
の
現
状
と
取
組

み
に
つ
い
て
、
小
川
原
湖
漁
業
協

同
組
合
か
ら
説
明
が
あ
り
、
そ
の

後
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

⑷　
令
和
５
年
１
月
16
日

　
青
森
県
県
土
整
備
部
と
青
森
県

環
境
生
活
部
へ
、
町
側
と
合
同
で

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

○
青
森
県
県
土
整
備
部

小
川
原
湖
流
入
河
川
の
環
境
整

備
と
保
全
に
関
す
る
要
望
書

︻
要
望
項
目
︼

　
ア　
七
戸
川
改
修
事
業
の
推
進

　
イ　
七
戸
川
・
赤
川
・
土
場

川
・
砂
土
路
川
の
維
持
管

理
の
徹
底

○
青
森
県
環
境
生
活
部

小
川
原
湖
流
入
河
川
の
水
環
境

保
全
に
関
す
る
要
望
書

︻
要
望
項
目
︼

　
ア　
小
川
原
湖
へ
流
入
す
る
内

沼
及
び
姉
沼
の
水
質
改
善

の
た
め
に
必
要
な
水
質
調

査
の
継
続

　
イ　
小
川
原
湖
水
環
境
改
善
行
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○
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
委
員
長　

和　
田　
勇　
人

調
査
概
要
と
結
果

⑴　
令
和
５
年
１
月
23
日

　
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
付
託
さ

れ
た
一
般
質
問
提
出
期
限
の
確
認

に
つ
い
て
を
議
題
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。
以
下
、
調
査
概
要
の
主

な
も
の
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で

の
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
概
要

と
、
任
期
ご
と
の
申
し
合
わ
せ
事

項
︵
一
般
質
問
︶
に
つ
い
て
事
務

局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
一
般
質

問
事
前
通
告
の
日
に
は
、
一
問
一

答
方
式
で
も
一
括
方
式
で
も
通
告

書
を
提
出
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
そ
の
他
と
し
て
、
今
後
の
議
会

改
革
特
別
委
員
会
で
協
議
す
る
事

項
に
つ
い
て
、
委
員
の
皆
さ
ん
か

ら
次
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に

　
３
．
樹
木
伐
採

・
令
和
５
年
度
要
望
活
動
等
に
つ

い
て

　
令
和
５
年
９
月
28
日

　
高
瀬
川
河
川
事
務
所

令
和
５
年
10
月
２
日
～
10
月
５
日

　
東
北
地
方
整
備
局
・
国
土
交
通

省
及
び
青
森
県
選
出
国
会
議
員
に

対
し
て
要
望
活
動

　
福
井
県
三
方
五
湖
へ
視
察
研
修

つ
い
て

　
・
議
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て

⑵　
令
和
５
年
４
月
20
日

　
一
般
質
問
提
出
期
限
の
確
認
に

つ
い
て
を
議
題
と
し
て
開
催
し
、

一
般
質
問
事
前
通
告
の
日
に
は
、

一
問
一
答
方
式
で
も
一
括
方
式
で

も
通
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
再

度
確
認
し
た
。

　
そ
の
他
と
し
て
、
今
後
の
議
会

改
革
特
別
委
員
会
で
協
議
す
る
事

項
に
つ
い
て
、
委
員
の
皆
さ
ん
か

ら
次
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に

つ
い
て

　
・
議
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て

　
・
議
員
の
成
り
手
不
足
に
つ
い

て

　
・
議
員
報
酬
に
つ
い
て

⑶　
令
和
５
年
８
月
７
日

　
町
側
か
ら
町
長
、
副
町
長
及
び

担
当
課
長
の
出
席
を
求
め
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
つ
い
て
を

議
題
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
先
進
地
事
例
の
取
り
組
み

　
②
近
隣
の
動
向

　
③
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ

ム
の
概
要

　
④
長
所
・
短
所

　
⑤
経
費

○
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
主
な
意

見
　
①
サ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ス
や
モ
ア

ノ
ー
ト
に
つ
い
て
、
紙
で
は

分
か
り
に
く
い
部
分
が
あ
る

の
で
、
全
員
協
議
会
等
で
業

者
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
し
て
い

た
だ
く
機
会
を
つ
く
っ
て
ほ

し
い
。

　
②
モ
ア
ノ
ー
ト
、
サ
イ
ド
ブ
ッ

ク
ス
を
導
入
す
る
に
当
た
っ

て
、
役
場
内
、
議
場
、
控
室

は
ど
う
い
う
ふ
う
に
変
わ
る

の
か
と
い
う
部
分
も
併
せ
て

業
者
さ
ん
か
ら
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
受
け
な
が
ら
進
め

る
の
が
い
い
と
思
う
。

　
③
近
隣
の
町
村
が
モ
ア
ノ
ー
ト
、

サ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ス
を
選
択
し

て
い
る
理
由
を
検
証
し
、
ま

た
実
際
使
っ
て
み
て
の
問
題

点
を
調
べ
て
み
る
こ
と
も
必

要
な
の
で
は
な
い
か
。

人
前
後
が
実
際
に
漁
に
出
て
い
る

人
数
で
す
。

・
合
併
処
理
浄
化
槽
（
小
川
原
湖

周
辺
集
落
）
設
置
状
況
に
つ
い

て
１
．
汚
水
処
理
人
口
普
及
率

　
　
83
．
２
％

２
．
汚
水
衛
生
処
理
率

　
　
71
．
９
％

３
．
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

　
　
浄
化
槽
設
置　

１
１
３
基
、

撤
去
費
・
配
管
費　
40
件

４
．
合
併
処
理
浄
化
槽
︵
小
川
原

湖
周
辺
集
落
︶
設
置
状
況　

２
０
５
基　
43
．
５
％

・
高
瀬
川
水
系
で
の
国
・
県
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

　
国
︵
小
川
原
湖
︶

　
１
．
水
環
境
対
策
工
事

　
２
．
対
策
効
果
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
︵
覆
砂
工
事
︶

　
　
　
・
桟
橋
設
置

　
　
　
・
覆
砂
作
業

　
県
︵
七
戸
川
︶

　
１
．
徳
万
才
揚
水
機
場
︵
新

設
︶
建
屋

　
２
．
大
谷
地
排
水
樋
門
工
事

R5.9.28　高瀬川河川事務所
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東北町子ども議会　開催
　去る８月10日、当議場において「東北町子ども議
会」が、上北・東北・甲地各小学校６年生５名から
６名が子ども議員となり、議長を小

お
笠
がさ
原
わら
葵
あお
音
と
（上北

小）さんが副議長に蛯
えび
沢
さわ
桐
きり
斗
と
（東北小）さんが努め

東北町の将来や町づくりについて、一般質問で町長
に答弁を求めました。
　また、自らが学校づくりや町づくりを目指す宣言
を議員発議に対し賛成討論を行い、最後に感想を述
べ閉会しました。

　内容は次のとおりです。

一般質問
①魅力ある町づくりについて　　　　　　　　　　　佐

さ
々
さ
木
き
結
ゆう
奈
な
（上北小）議員

②子育てしやすい町づくりについて　　　　　　　　蛯
えび
名
な
あいり（上北小）議員

③きれいな町づくりについて　　　　　　　　　　　吹
ふっ
越
こし
　晴
はる
貴
き
（甲地小）議員

④東北町の農業・漁業について　　　　　　　　　　甲
かっ
地
ち
　晴
はる
哉
や
（甲地小）議員

⑤新たなイベント等の企画・開催について　　　　　沼
ぬま
辺
べ
　隆

りゅう
希
き
（東北小）議員

⑥空き家対策と有効活用について　　　　　　　　　湯
ゆ
沢
ざわ
　桃
もも
楓
か
（東北小）議員

議員発議
①議会宣言　角

かど
谷
や
　哲
てっ
聖
しょう
（上北小）議員

　賛成討論　鶴
つる
ケ
が
崎
さき
道
どう
心
しん
（上北小）議員

②議会宣言　吹
ふき
越
こし
　絢
あや
奈
な
（甲地小）議員

　賛成討論　髙
たか
田
だ
　柊

しゅう
生
き
（東北小）議員

③議会宣言　島
しま
川
かわ
　美

み
遥
はる
（東北小）議員

　賛成討論　八
はち
森
もり
　奏
そう
祐
すけ
（上北小）議員

感想
①吹
ふっ
越
こし
彩
さ
波
は
羅
ら
（甲地小）議員

　今日この議会に参加できたことは、とてもよい経験となりまし
た。自分たちにできることがあるのかを考え、授業の中でごみ拾
いをする計画を立て地域の皆さんと一緒に取り組んでいくことが
大切だと思いました。
②二
ふた
ッ
つ
森
もり
煌
こう
盛
せい
（上北小）議員

　議会を通して、町の様々な取組をこの議会で深く話し合って決
めていることが分かりました。自分たちも今日の内容を参考にし
て、日常生活の中でも生かそうと思います。

ユーチューブ動画配信中
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議
会



☆
お
知
ら
せ

東
北
町
テ
レ
ビ

（
東
北
町
自
主
放
送

11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

町
議
会
12
月
定
例
会

放
送
予
定

�

（
12
月
上
旬
）

放
送
日
程
や
内
容
は
、
リ

モ
コ
ン
の
「
番
組
表
」
ボ

タ
ン
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
今
月
は「
議
会
だ
よ
り
第
74
号
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
本
号
は
、
９
月
定
例
会
を
主
に

編
集
し
ま
し
た
が
、
内
容
の
一
部

を
要
約
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
町

民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
作

り
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
ご
意

見
、
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
議　
　
長　
岡　
山　
粕　
男

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委 

員 

長　
和　
田　
勇　
人

　
副
委
員
長　
大　
崎　
昭　
子

　
委　
　
員　
沼　
山　
浩　
幸

　
委　
　
員　
坂　
本　
直　
大

　
委　
　
員　
田　
嶋　
　
　
悟�

　
委　
　
員　
斗　
賀　
高
太
郎

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
７
６
―
５
６
―
４
２
２
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
６
―
５
６
―
３
１
１
０

議 会 の 動 き（７～９月）
月　日 用　　　　　　務
７月５日 小川原湖環境保全対策特別委員会
７月６日 原子燃料サイクル対策等特別委員会
７月10日 議会広報特別委員会
７月11日

全国市議会議長会基地協議会理事会
７月12日
７月13日 全員協議会
７月19日 県下町村議会議員研修会
７月20日 全員協議会
７月21日 上北郡町村議会議長会　第２回定例会
７月26日 議会広報特別委員会
７月28日 原子燃料サイクル対策等特別委員会
８月７日 議会改革特別委員会
８月９日 全員協議会
８月10日 子ども議会
８月16日 総務企画常任委員会
８月17日 産業建設常任委員会
８月18日 教育民生常任委員会

月　日 用　　　　　　務
８月24日 議会運営委員会
８月28日 原子力施設環境放射線等監視評価会議監視委員会
８月31日 町村議会広報研修会
９月１日 定例会
９月５日 定例会
９月６日 定例会
９月７日 定例会
９月13日 国道394号整備促進期成同盟会総会
９月28日 小川原湖環境保全対策特別委員会　要望活動

R5.7.6　日本原燃㈱との意見交換会R5.7.28　リサイクル燃料備蓄センター視察

原子燃料サイクル対策等特別委員会

東　北　町　議　会　だ　よ　り第74号 16令和５年11月16日（　）

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。


